
 

 

別紙様式                                          整理番号：愛媛県－１ 

重点取組名 イチゴの高設栽培の推進 

普及活動担当 西条地方局 産業経済部 農政普及課 産地育成室 農産園芸係 

主要な活動地域・対
象農業者 

西条市、新居浜市、四国中央市・イチゴ栽培農家155名（JA西条イチゴ部会35名、JA
東予園芸イチゴ部会33名、JA周桑イチゴ部会49名、JA新居浜イチゴ部会31名、JAう
まイチゴ部会7名） 

 
取組結果・成果 
<取組みのねらい> 

１、高設栽培普及のため導入意向調査、先進地視察、高設栽培研修会を行い、導入
希望農家に対して補助事業や制度資金の活用を支援した結果、10戸(1.2ha)が新た
に高設栽培を導入した。 
 
２、新規導入農家を含む高設栽培農家を対象に栽培講習会を行い技術の向上を図っ
た。 
 
３、挿し芽育苗は、農業試験場と連携し、講習会を開催、さらに活着率、育苗中の
生育調査等を行った。これらの調査において良好な成績が得られたため、今後さ
らに普及を進める。 
 
４、優良品種については実証圃を設置し、現地適応性を検討したが、品種の選定に
は到っていないため、引き続き実証、検討を行う。 
 
５、産地で問題となっている重要病害については、病害虫防除所、各JAと連携し、
発生予察や巡回指導等行い、防除の徹底を図った。 

 
連携機関、協議会等 

農業試験場、病害虫防除所 
JA西条、JA東予園芸、JA周桑、JA新居浜、JAうま 

 
取組の特徴や取組
に際しての工夫 

１、農業試験場や病害虫防除所との連携により、より高度で具体的な技術指導を行
うことができた。 
 
２、各JA個別の講習会に加えて合同の講習会も開催することにより、効率的な技術
指導ができただけでなく、それぞれの情報、意見交換をすることができ、有効で
あった。 
 
３、挿し芽育苗については、挿し芽後の生育調査を継続して行ったことから、現地
での適応性が実証され、今後の普及に繋げられた。 

 
【参考】 

 




